
令和２年度（2020 年度）北海道立生涯学習推進センター研修事業 課題対応型学習活性化セミナー（道南会場） 
兼 令和 2年度（2020 年度）日高管内社会教育委員連絡協議会研修会 

 
 
 
 
１．趣  旨   地域課題の解決に向けた住民の行動や学びを活性化するために、地域に合った学習スタ 
        イルの創出、連携・協働の促進について講演や演習を通して学びます。 
２．主  催  北海道立生涯学習センター 日高管内社会教育主事会 日高管内社会教育委員連絡協議会 
３．期  日  令和２年（2020 年）11 月 20 日（金） 
４．会  場  日高町門別総合町民センター（福祉センター）大集会室 
        （住所：沙流郡日高町富川東６丁目３番１号 電話：01456-2-2451） 
５．参加対象  市町村及び市町村教育委員会職員、各種審議会委員（社会教育委員、生涯学習審議会委員 
        等）、社会教育関係団体職員、生涯学習関連施設職員、民間団体（NPO・企業等）関係者 
６．募集人員  40名程度 
７．研修内容  １）講 演（13:15～14:45） 
          「今、自己肯定感・自己有用感がなぜ必要か？(仮)」 
           【講師】 マ ザ ー ズ コ ー チ ン グ ス ク ー ル 認 定 シ ニ ア マ ザ ー ズ テ ィ ー チ ャ ー 八十嶋 聡子 氏 

           自己肯定感、自己有用感とは何か、なぜ必要なのか、どうすれば高められるのか、 
自己肯定感・自己有用感を育む手立てを講演から学び、実技を通して体感します。 

        ２）演 習（15:00～16:30） 
          「自己肯定感や自己有用感を育む事業を作ってみよう」 
           【進行】 北海道立生涯学習推進センター社会教育主事  田尾 和祐 
                北海道教育庁日高教育局教育支援課社会教育指導班主査  石山 浩幸                                
            講演での学びをヒントに、これまでのマチの事業を振り返り、自己肯定感や自己有 

用感を育む要素を取り入れた地域づくりの担い手育成の事業を作ります。 
※各市町村教育委員会職員は、マチの既存事業に係る資料を使用する場合があります。 

  ※ 個別相談（10:00～11:00） 
     北海道立生涯学習推進センター職員が、市町村の生涯学習・社会教育の推進に関わ 

る中期計画策定等の個別相談に応じます。希望される方は、参加申込書の希望ありに 
チェックを入れ、相談内容をご記入ください。 

８．スケジュール 
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９．参加申込み 
 ◆ 申込締切 令和２年（2020 年）10 月 30 日（金） 
 ◆ 参加申込書には、研修の効果的運営を目的に質問項目を設定しております。御協力をお願いします。 
10．その他 
 ◆ 日高管外の方は、オンライン会議ツールを活用して参加することができます。オンライン参加を希望さ 

れる方は、参加申込書内の「オンライン参加の希望欄」にチェックを入れてください。オンラインでの参 
加については、プログラム（演習）の性質上、参加人数を制限させていただきます。 

 ◆ 日高管外の社会教育関係団体で、オンライン会議ツールを活用してセミナーに参加したい希望があり 
ましたら、下記担当まで御連絡ください。 

11．お申し込み・お問い合わせ 
 
 
 

 

 

 

 

 

＜テーマ＞ 地域づくりの担い手育成に向けた行政と住民の連携・協働 

～地域の未来を担う自己肯定感・自己有用感の高い若年層の育成～ 

北海道立生涯学習推進センター（担当：田尾・久末） 

  〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目「かでる２・７」８階 

  TEL：011-231-4111（内線）36-329 ／ FAX：011-261-7431 

  Mail：shougai.12@pref.hokkaido.lg.jp 

※ 別添「参加申込書」を送付してください。（郵送・FAX・電子メールのいずれか） 

※ 開催要項及び参加申込書は、当センターホームページの〈生涯学習推進センター情報〉 

 からダウンロードできます。（http://manabi.pref.hokkaido.jp/） 

※ 参加申込書にご記入いただいた情報は、当センターの事業の運営のみに使用します。 

※ 事業開催中に撮影した写真は、当センターの報告書等に掲載させていただくことがあります。 


